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住吉燈台
水門川は永禄4年(1561)氏家直元
が開削した。揖斐川に合流し桑名
に至る。
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門
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奥の細道
むすびの地

奥の細道むすびの地
元禄2年(1689)江戸を発った芭蕉は
粕壁､下野、奥睦､出羽、越後､越中
越前を経て翌年8月下旬大垣に着く。
9月にはここ船町湊より伊勢に向かう。

とらや
薬屋、胃薬”寿命丸”虎の置物
が珍しい。ここ荒川村は
立場のあったところ。

飯沼慾斉住居跡

芭蕉木因遺跡
芭蕉は大垣に4回来訪、その都度木因を
訪れる。木因は芭蕉と同門の北村季吟か
ら俳諧を学んだので芭蕉と親交があった。
大垣藩士近藤如行ら多くの俳人を芭蕉門下
とした。元禄7年（1694)芭蕉が病没すると
｢芭蕉翁｣の追悼碑を建てる。木因が没する
と二人の親交を偲び｢木因｣碑も建られる。

（正覚寺境内）

この辺り塩田の
立場があった。

明治13年杭瀬川を往来
する船の安全と伊勢両宮
献灯として両岸に建てられる。

ここから福田、赤坂を経て
谷汲山へ向かう分岐があった。

飯沼慾斉・平林荘
慾斉は天明2年(1783)亀山の西村信左衛門の
次男として出生。12歳の時大垣の飯沼長顕に
入門。京都の横井榕亭に漢方を、小野蘭山に
本草学を学び、その後宇田川榕庵に蘭方を学ぶ。
その後岐阜俵町で養父と医業を開業する。

の研究に没頭した。わが国最初の植物図鑑

立場があった

常夜燈

この辺り綾戸の一里塚
見つからなかった

とらやの前に谷汲道道標

松並木

中山道

美濃国分寺跡

熊坂長範物見の松

平安後期の大盗人といわれた人物
松の上から旅人を物色し襲った。”物見の松”
美濃赤坂で鞍馬から奥州へ下る途中の金売
吉次一行を襲ったが同行の牛若丸に討たれる。
謡曲｢熊坂｣はここの話。

六所神社

垂井

太平洋工業工場

50歳で家督を義弟に譲り、平林荘にて植物学

”草木図説”30巻は名著と言われる。

名残の松

長松城址
（校内)

名古屋宿

清洲宿

稲葉宿

萩原宿

起宿

墨俣宿

大垣宿

熱田宿から１里半
本陣、脇本陣はなかったが､伝馬番所（伝馬会所、
問屋場）が設けられ継ぎたてとしての宿機能があった。

名古屋宿から2里
元は一場を過ぎた、桑名町,大津町、伊勢町辺りが宿場

美濃七宿について

慶長7年に西市場伝馬町に、元和2年桑名町に、寛文8年
(1668)神明町に移る。（宿は五条橋より本陣北、八神街道
分岐まで）。本陣林家、脇本陣櫛田家、伊藤家。問屋場は
伊藤家が兼帯していた。旅籠２２軒。

清洲宿から1里半。宿内８町21間
西の稲葉村(東町､中町､西町)と東の小沢村(下町､上町)
の2ヶ村で構成されていた。本陣は上町原家、脇本陣は
東町吉田家。問屋場は東町(原家）、中町（伊東家）､西町
（原家伊東家兼帯）の3ヶ所あった。
稲葉宿から1里半。東から下町、中町、上町。
本陣は上町東側の森家権左衛門、脇本陣は西側の森家
半兵衛、庄屋を兼ねる。問屋場は上、下町にあり2日交
代で勤める。正瑞寺前に高札場があった。旅籠１７軒。

萩原宿より1里。南北に10町6間
下町東側にに本陣 加藤、西側に脇本陣林家。上町に
舟橋晩所、宮河戸の渡し、起しの渡船場があった。
問屋場 下町永田家、本陣加藤家兼帯で2軒、旅籠22軒

起宿より2里17町25間。町並7町7間。
宿は東から川端町､中町､本町､西町､横町。本陣は中町の
沢井家。脇本陣は本町安藤家（一時加納家）。問屋は中町
大江家と本町の脇本陣加納家兼帯。旅籠本町中町10軒。

墨俣宿より2里50間、垂井へ2里半6町。町並東西26町14間。
街道は船町、俵町､竹島町､本町､伝馬町。本陣は竹島町の
沼波家、岡田家、飯沼家と変わる。脇本陣は本町松井家
後に上田家に変わる。問屋場は伝馬町にあったが後に
竹島町に変わり本陣役の飯沼家が兼帯。

伝馬番所は伝馬町の東端通りの玉屋町と交わる南西角
にあり渡辺家が勤めのち吉田家に代わる。
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竹中半兵衛重治の城将
竹中源助重利築城。文禄3年
竹光式部少輔忠棟が在城したが
関ヶ原合戦で西軍に属したので
城を追われ、東軍一柳監物直盛
が駐屯、後廃城。

加宿を加えて町並19町34間

右、美濃街道
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